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【テーマ】「こどもまんなか社会」と保育 

【趣旨】 

子どもや青少年、あるいは保育・教育を取り巻く社会的な状況は、これまでになかったよう

な大きな変化の中にあります。わが国は、少子化の進行に加え、子どもを取り巻く深刻な課題

の解消に向けてこども家庭庁を創設し、常にこどもの最善の利益を第一に考え、こどもに関す

る取組・政策を我が国社会の真ん中に据える「こどもまんなか社会」を提唱しています。それ

は、「こどもの視点で、こどもを取り巻くあらゆる環境を視野に入れ、こどもの権利を保障し、

こどもを誰一人取り残さず、健やかな成長を社会全体で後押しする」ものです。さらに、「こど

も基本法」を制定し、「幼児期までのこどもの育ちに係る基本的なビジョン」（はじめの 100 か

月の育ちビジョン）といった乳幼児期のウェルビーイングのための羅針盤を示しています。幼

稚園教育要領・保育所保育指針・幼保連携型認定こども園教育保育要領においても、子どもの

主体的な活動や遊びを中心とした保育、一人一人の特性に応じた保育など、子どもを中心とし

て捉える保育が示されてきたと言えます。そこで、80 周年記念号としては、「こどもまんなか

社会」時代と保育の関係について、特集として取り上げたいと考えています。 

 その論点の第一は、「こどもまんなか社会」とは何か。そして、「こどもまんなか社会」にお

いて保育という営みはどのようにかかわりうるのかという課題があげられます。「こどもまん

なか社会」という言葉だけが独り歩きしていますが、その定義はなされているものの、その社

会の在り方は必ずしも自明ではありません。「こどもまんなか」であることは、子どもの権利と

保育の在り方の問題でもあり、それは子どもだけではなく社会全体のウェルビーイングとのか

かわりの問題でもあると捉えられます。最近では、「共主体」（co-agency）という言い方もあり

ますが、多様な主体との絡み合いと「こどもまんなか」であることはどのように関係するのか

という問いをも生み出すでしょう。また、全ての子どもが一人の個人として、その多様性が尊

重され、包摂的に支援されることも含まれます。特別な支援や配慮を要する子どもであるか否

かにかかわらず、様々な環境にある子どもを含めた、共生社会の実現に向けた保育の在り方も

重要な点と言えます。 

 第二には、「こどもまんなか社会」は、乳幼児期の保育の場のみならず、家庭の保護者等、地

域の子どもが過ごす空間、多様な地域を構成する人などとのかかわりを通して「こどもの育ち

を支える環境や社会の厚みを増す」ことが重要と言われています。そのためには、保育者以外

の多様な専門職（専門分野）などとの協働などが不可欠です。さらには、中高年や高齢者など

成人のみならず、学童期・思春期・青年期などにおける乳幼児とのふれあい体験などによる「こ

どもまんなか社会」の作り手の育成に保育はどのように寄与できるのでしょうか。また、「地域

共創」などとも言われますが、園や保育者を取り巻く家庭や地域をはじめとして、周囲の多様

な人や場・空間など家庭や地域などとの関係性に保育はどのようにかかわりうるかも大きな課

題となります。 
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